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冬がやってきて、雪化粧する日も

多く見られるようになりました。 

タイトルバックはゆめさきの森公園の森と管理棟を

写したものです。 正に冬らしい素敵な風景ですね。  

 そんな中、ゆめさきの森公園に行く道すがらには、

満開の菜の花畑や、早咲きの梅がちらほらと咲き始め

るなど、冬真っただ中にありながらも虹の森では春の

息吹を感じることができます。 

 寒風が吹く森で頑張っているのは、冬鳥のシロハラ

さんです。 大きい部類の鳥でヒヨドリよりはちょっ

と小さめです。 冬に大陸から渡来してくるツグミの

仲間です。 シロハラの名前はお腹のあたりが白いこ

とから来ていますが。そんなに目立って白いとは思え

ません。 これは、きっと似たような大きさのツグミ

の仲間を区別する為につけられた名前なのではと思っ

てます。 ツグミのお腹は点々のまだら模様で、また、

同じツグミの仲間でお腹が鮮やかなオレンジっぽい赤

色をしたアカハラってのもいるんです。 これら冬鳥

のツグミ類は、この時季に森を同じように飛び回って

いたんじゃないかな。 

 

でもね、アカハラは最近、あまり見かけなくなって

るんですって。 渡りを止めたのか、個体数が減った

かは分かりませんが、シロハラも相棒がいなくなって、

さぞ寂しいでしょうね。 これも、気候変動の影響な

のでしょうかね。 職場にはびこるパワハラ・セクハ

ラはどんどんいなくなっていただきたいですが、小鳥

たちはいなくなってほしくありません。 

可憐な十字の花は、コショウノキの花です。 低木

常緑樹のジンチョウゲの仲間で、ほのかに良い香りを

放ちます。 名前の由来は、初夏に熟すその実がとっ

ても辛く、コショウのようなのでそう付けられました。 

でも、コショウはつる性植物で木ではないので、何の

関係もありません。 だから「コショウの木」ではな

くて「コショウノキ」と一気に読むのが正しいかもし

れませんね。 この木、冬に花を咲かせるなんて、希

少な植物なのでこの季節には喜ばれます。 又、もう

一つの特徴として、イチョウやソテツのように、雌雄

異株（しゆういしゅ）といい、オスの株とメスの株が、

別々です。 この写真がオスかメスかはちょっと判別

できませんが、実がなればわかるはず。 

 

 実は熟すと真っ赤で美味しそうに見えますが、辛

いだけではなく有毒なのでくれぐれも口にしてはだめ

ですよ。  

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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最近新聞を読ん

でおると、世界各地

で異常気象が報告されておるようじゃな。 アメリカ

やカナダの広い地域が猛烈な寒波に襲われて、ミネソ

タで体感温度マイナス５０℃、シカゴで実測マイナス

３０℃を下回ったそうじゃ。 あまりの寒さに飛行機

が飛べんし、物流にも大きな影響を与え、経済を混乱

させまいかと思われとる。 アルプスでも記録的な大

雪で、チロル地方では２週間でなんと４．５ｍも雪が

降ったそうな。 いくら、雪景色が売りの観光地でも

こりゃ大変じゃ。 我が国日本でも、北海道内陸部で

マイナス３０℃となる冷え込みが取りざたされてお

るじゃろ。 あれじゃよ。 異常気象は、寒さだけじ

ゃぁない。 季節が真逆の南半球ではオーストラリア

が熱波に襲われて、アデレードでは最高気温４６．

５℃を記録したそうな。 雨も全然降らんそうで、タ

スマニア州では山火事が多発し、それはそれは大変な

ことになっとるんじゃ。 

 

これらの異常気象は、何が原因だと言われとるか知

っとるかな。 地球温暖化じゃ、温暖化。 「温暖化

なのに、冷えてるじゃん」ってな頭の悪いことを言っ

ている奴はおらんじゃろうな。 

 

地球温暖化によって北極で大量の氷や雪が溶けて

海に流れ込んだことで、海流が変化し異常気象を巻き

起こしとるんじゃというのが、偉い学者さんらの意見

なんじゃ。 

 

一昔前の映画じゃが「デイ・アフター・トゥモロー」

を知っとるかな。 ２００４年に作られたアメリカの

映画で、そこそこヒットしたので見たことのあるやつ

は多いじゃろう。 見たことない人に、ざっくりとス

トーリーを言うと、地球温暖化による海流変化が原因

で異常気象が世界各地で引き起こり、その果ては地球

が氷河期に突入するという、ま、パニック映画の一種

じゃな。 

 

映画はヒットしたんじゃが、当時は SF・パニック

映画として捉え、誰一人、現実にそんなことは起こる

まいと思っておるから、純粋に CGの特撮画像をワー

ワー、キャーキャーと楽しんだものじゃ。 

 

ところがじゃ、最近は、あの映画どおりの異常気象

が次々と世界中で巻き起こったもんじゃから、脚光を

浴びとるんじゃ。 学者らの言うには、「映画ほど進

行は早くないだろうが、温暖化による海流の変化によ



って氷河期に突入する可能性がある。」とのことじゃ。 

 

 

映画が描く空想世界が現実に起こることも、ないわ

けじゃない。 チャップリンの「モダンタイムス」な

んてよく先見性があると

評価されておる。 じゃ

が、大半は空想のままで

実現はしておらん。 鉄

腕アトムはいまだにでき

とらんし、２００１年に宇

宙の旅はできんじゃった。 

「バックトゥザフューチャ

ー２」の描く未来は現在と

はちと違う。 だけど映画

が世に問うた社会の問題っ

てのは、案外、的を射てお

ることが多い。 

 いわゆる問題作ってやつ

じゃ。 社会に巣くう悪の実

態とか、家族の崩壊とか、考

えさせられる作品はケッコ

ウ多いんじゃ。 「デイ・ア

フター・トゥモロー」は、パ

ニック娯楽映画のふりをし

て、その実、社会に地球温暖

化の問題を突き付けていた

んじゃな。 あっぱれじゃ。 まだ見てないのなら、

DVDレンタルをお勧めするぞ。 

 

 環境を題材とした映画といえばじゃ、わしが若い頃

にみた、「ノストラダムスの大予言」って作品があっ

た。（１９７４年） そう、あの有名な五島勉のミリ

オンセラー本の映画版じゃ。 といっても、今どきの

若い衆は知らんか。 

 映画はそれを原作としながらも内容はまったく別

のものじゃった。 文部省推薦でな。 当時大流行だ

ったパニック映画の体裁をとりながら、文明社会が環

境を破壊し続けて、滅亡を招くといったテーマを持っ

たまじめな映画じゃ。 太平洋が凍りつき、エジプト

に雪が降るといった異常気象や、赤潮等の公害や、オ

ゾン層の破壊で放射線が遮るものなく降りそそぐこ

とで、人類が奇形して食人化するという映像はショッ

キングじゃった。 残念ながらこのショッキングな表

現は、原爆症の差別的デフォルメと取りざたされて問

題となり、映画はお蔵入り。 DVD化されておらず、

現在では見ることのできない幻の映画となっておる。 

興味があればネットでググってみてくれ。 特撮は現

在のCGと比べるとちゃちだが訴えている中身はしっ

かりしていて重いんじゃ。 予告編映像で流れたキャ

ッチフレーズを紹介しよう。 

 「発狂」てな表現、久しぶりに聞くわい。 このフ

レーズから４５年たってしもうとるのに、異常現象に

ついては現代にもピッタリじゃ。 

 そして、映画のラストはこのように結ばれておる。 

 

 
 

 
 

 

どうじゃな？ ４５年たった今でも胸に訴えてく

るものがあるじゃろ。  



  第４５回 森林整備の案内と参加者募集  

 さーて、ホダ木の準備は整いました。 次回は、シイタケ菌の植え付けを行います。 去

年は、ほぼ半日ぐらいかかりましたから、午前中は植菌作業、午後からは虹の森の散策道整

備を行う予定。 去年仕込んだ、ホダ木のシイタケの様子も気になるところです。 美味し

い原木シイタケを食したい方は、ぜひとも次回ご参加ください。 子供さんも大喜びですよ。 

 

日 時 ： ３月９日（土） １０：００～１５：００ 

場 所 ：  県立ゆめさきの森公園（虹の森） 

申し込み： 参加希望者は、環境管理Ｇ 的場まで、またはお近くにいるメンバーまで連絡ください。 

    的場ケータイ：090-5979-8385 

メンバーの方はショートメール等で参加の可否を連絡いただければありがたいです。 

初めて参加される方は、保険に加入しますのでお名前、住所、ケータイ番号を連絡ください。 

※小雨は決行。天候が荒れそうな場合は前日夕方に、中止のメールを携帯に送信いたします。 

 

 今回は、兵庫県緑化推進協

会が私たちの活動を取材し

に来てくれました。 

せっかくの機会なの

で、活動開始前に、

協会の皆木さんより

里山林の広葉樹につ

いてのお話と、森林

整備でのポイント、注意点を話していただきましたが、

なかなかためになる内容で勉強になりました。 

 

 活動前半はシイタケ

菌を植え付け、ホダ木と

するために前月に切り

倒して乾燥させていた

コナラの木を、１ｍくら

いの長さに玉切りし、斜

面からふもとに担ぎ下

ろす作業です。 斜面が

急なので玉切り作業も、

担ぎ出し作業も結構な重労働。 全

部担ぎ下ろすのにたっぷり午前中

かかりました。 でも、これでシイ

タケ菌を植え付ける準備が整いま

した。 あと１ヶ月、ゆっくりと横

伏せで乾燥させます。 

 昼食をゆったり食べて、午後から

は虹の森を散策でき

るようにするための

階段の修理と増強作

業です。 

 階段に使うのはも

ちろん、虹の森の間

伐材。 みんなで協

力して、木の皮をむ

いて、長さを整えた

後、斜面を担いで上がり、設置した場所に大きな木づ

ちでくい打ちして階段を整備するのです。 

 ここで、ちょっとしたアクシデント。 的場リーダ

ーが散策道の落

ち葉を後ろ向き

に掃除しながら

進んでいたら、足

を滑らせすって

ん こ ろ り ん 。 

「あ～っっ！」と

声をあげながら、落ち葉の斜面を滑落していったので

す。 兵庫県緑化推進協会の皆木さん

に「虹技さんの活動の充実度は素晴ら

しい！」なんてほめられちゃったもの

だから、ちょっと浮足立ってたのかも。 

 ケガはなく大事には至りませんで

したが、くれぐれも安全に気を付けな

ければと思うところでした。 


